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MODEX は年に 1 度、アトランタかシカ

ゴで交互に開催され、今年は 4 月 9 日から

12 日の 4 日間にわたってアトランタで開催

されました。ちなみに来年はシカゴで

「PROMAT」という名前で開催される予定

です。 

世界中のマテハンメーカー、ロジスティ

クス・ソフトウェアメーカー、フォワーダ

ーなど約 900 社の物流関係の会社が、ジョ

ージア・ワールド・コングレス・センター

（約 23,000 ㎡）に集ってブースでの展示

を行い、国内外からの多くの来場客と共に

セミナー、ディスカッションを通じて情報

交換を行いました。 

中でも注目を集めていたのは、AI や IoT

などの技術を使った最新の物流機器です。

AGV（自動搬送機）、自動倉庫、スマートグ

ラスのデモを行なっているブースには多く

の人が集まっていました。その展示機器の

なかから、２つほど紹介いたします。 

 

・ケースローダー・アンローダーシステム 

Bastian 社の機械で、1 時間に 1,000 ケー

スの貨物の積み下ろしをすることができる

デバン／バンニング用の機械です。通常、

パレタイズされていない輸入コンテナの貨

物のデバン作業は、リフトマンと連携しな

がら複数名

で行ないま

すが、この

機械を使う

ことで省人

化すること

ができます。

価格は 1 台

16 ～  20

万ドル（約

   ろじたす   
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北米最大のマテハン機器・サプライチェー
ンの協会である「MHI」が主催する、アト
ランタで行われた MODEX 2018。国際物流
の知識豊富な福井が報告します。 
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写真１: Bastian 社のケースローダー・ 
アンローダーシステム 

「企業物流短期動向調査」（2018 年３月調査）により、内航コンテナ・ＲＯＲＯ船『利用動向指数』の推移
をみると、17 年 10～12 月実績ではプラス４にとどまっていましたが、18 年１～３月実績でプラス７、４～６月見
通しではプラス 14 と急上昇しています。2002 年の調査開始以来、当該指数が２ケタのプラスを示したことはなく、そ
の意味でも大いに注目してよいでしょう。 

こうした動きは、モーダルシフトが進展した結果と考えられます。ＲＯＲＯ船業界において
は、近年、トラックドライバー不足や労働時間に関する規制強化などを背景に、トラックから漏
れ出る需要の受け皿として、新規航路の開設や大型船の投入などの動きが見られます。そう
した供給力の拡大を背景に、トラックからシフトした需要を内航コンテナ・ＲＯＲＯ船がうまく
吸収できたということではないでしょうか。 
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1,700 ～ 2,200 万円）。無人で行なわれる

デバン／バンニング作業のデモの様子をビ

デオ撮影する多くの人で賑わっていました。 

 

・AGV（自動搬送機） 

6 RIVER 

SYSTEMS

社のロボッ

ト 台 車

CHUCK

（チャック）

は、ピッキ

ングエリア

の通路を走

行してピッ

カーを次にピックすべき商品棚の前まで誘

導。タッチスクリーン画面に商品の画像や

数量、ID データなどを表示してピッキング

指示を行う AGV（自動搬送機）です。作業

実績を時間・ロケーション・動線と合わせ

てデジタルデータ化して「現場の見える化」

ができます。この自動搬送機は、展示会の

イノベーション・アワードのファイナリス

トに選出されていました。 

 

◆eフォワーダー「FLEXPORT」の台頭 

今回出展した企業の中で私が注目したの

は、「FLEXPORT」という e フォワーダー

です。同社は 2013 年に設立されたベンチャ

ー企業で、Web サイト上で発地と着地の港

名／空港名と貨物情報（荷姿・重量・容積）

を選択すると、海上と航空でのリードタイ

ムと価格が表示される機能を持つダッシュ

ボートの利便性が評価され、ここ数年大き

く業績を伸ばしています。 

設立当初は海上貨物が中心でしたが、こ

こ数年は航空貨物にも力を入れており、今

年の 4 月から LA－香港間で自社のチャー

ター機による週 2 便の輸送を開始しました。

Web 上での見積もり、輸送予約、貨物追跡

がスムーズにできる利便性の高いサービス

で、大手の DHL、Kuehne + Nagel に挑ん

でいます。ブースの担当者にインタビュー

をしたところ、現在の従業員数は約 600 名

で、アメリカ、香港、中国以外にフィリピ

ン、ハンブルグ、アムステルダムにも拠点

があり、今後は他のヨーロッパ諸国、南ア

フリカ、日本を含むアジアにもネットワー

クを拡大していく予定とのことです。 

実は MODEX に参加する前に視察した

LA の倉庫で、FLEXPORT のテープでラッ

ピングされた大量のパレタイズされた貨物

を見ており、彼らの勢いを直に感じる経験

をしました。航空貨物のチャーター便によ

る混載は利益率が高く、今後数年以内に彼

らのような

e フォワー

ダーが多数

台頭して、

既存のフォ

ワーダーも

同様のサー

ビスを展開

していくこ

とが予想さ

れます。 

 

◆ロジスティクス業界における 

女性の雇用と熟練作業者の仕事の重要性 

MODEX では出展業者によるブースでの

展示以外に様々なセミナー、パネルディス

カッションも同時に開催され、「Women in 

Logistics」と「Why Dirty Jobs Matter」

の２つのセッションでは、ロジスティクス

業界が抱える課題である女性の雇用創出と

熟練労働者の仕事の重要性について述べら

れていました。現在のアメリカにおける女

性のトラック運転手の比率は約 5%ですが、

男性よりも事故が少なく、致命的な人身事

故の発生比率が低い女性ドライバーは今後

写真 2: 6 RIVER SYSTEMS 社の
CHUCK（チャック） 

FLEXPORT のダッシュボード画面 
出所：FLEXPORT Website 

写真 3： 説明してくれた FLEXPORT 社 
サミュエル・テーラー氏 
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もっと増やしていくべきで、そのためには

女性がもっと安心して働けるような労働環

境を整えるとともに賃金も引き上げ、これ

までとは違った募集広告をしていくことが

必要という意見もありました。 

 

どこの国でも物流業界における人手不足

は深刻な問題となっており、AI、IoT、ブロ

ックチェーンなどの最新技術では補えない

仕事がまだ数多く存在していることも実感

した次第です。 

 

 

2018 年 4 月、アメリカ・シアトルにある

Amazon Go に行って参りました。既にニュ

ース等を通してご存知の方も多いかと思い

ますが、まず簡単に Amazon Go について

ご紹介したいと思います。 

Amazon Go は Amazon.com 社が今年 1

月にオープンした“レジのない無人店舗”

です。レジのない無人店舗において、商品

購入までの流れはどのようになっているか

というと、まずスマートフォンで Amazon 

Go のアプリをダウンロードし、必要情報を

登録して入場時に使用する QR コードを取

得。入場時に、この QR コードを入口の改

札機のようなゲートでかざします。入店後

は購入したい商品を手に取り（商品を詰め

るバックもあり無料で貰える）、商品を全て

取り終えたらそのまま出口から出て買い物

終了となります。レジで待つという従来の

有人店舗でのストレスがなくなり、スムー

ズに買い物ができるため、非常に画期的な

店舗だと思いました。 

 

さて、今回筆者はただショッピングを楽

しむだけではなく、この店舗がどのような

仕組みで動いているのか知りたいと思い、

周りのお客さんや監視カメラの目を気にし

ながら身を以って色々と検証してきました

ので報告します。 

まず、いの一番

に気になったの

が、商品の購入者

がどのように識

別・判断されてい

るかです。 

訪問前の段階

では、出口を出る

タイミングで、購

入者の持ってい

るスマートフォ

ンと購入予定の

商品が何かしら

の手段で読み取られ紐付けられているので

はないかと予想していました。そこで、筆

者が棚から取った商品を一緒に行った同僚

に渡し、時間差で順番に出口を出てみまし

た。すると、筆者のアカウントにチャージ

されていました。つまり、出口を出るタイ

ミングではなく、商品を取ったタイミング

で購入者が判断されチャージされていたの

です。 

それにしても、商品を取ったタイミング

でどのように判断しているのかと思い、よ

くよく天井を見てみると無数のセンサーカ

メラが張り巡らされていました。恐らくこ

れらのカメラが、商品と商品を取った人を、

持っているスマートフォンを通じてトラッ

キングして判断しているのではないかと考

えました。 

そこで、次に再び入場して先程の同僚と

筆者のスマートフォンを交換し、各々商品

を取って出口を出ました。すると、筆者の

取った商品は筆者のスマートフォンにチャ

店頭に立つ筆者 

国内物流改善が得意な二村が、今回海外に
足を伸ばして Amazon を見てきました。 
早い、便利などのメリットの一方で、どん
なデメリットが潜んでいるのかも考える
必要があります。Amazon、何を目指す？ 

Research & Consulting Service Unit 

Consultant 

二村 晃史 
 

Amazon Go ストア訪問記 
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出身地：埼玉県上里町  ◆血液型：AB型  
◆趣味：野球、ウィンタースポーツ 
2010年 武蔵工業大学 環境情報学部 卒業 
【得意分野】・輸配送分野における業務設計およびシステム仕様構築 

・導入支援  ・3PL事業分野における業務改善 
 
今年 4 月、米国出張に行って参りました。昔から身長のわりに痩せており、

初めて会う人に見た目から「食が細い」と思われがちですが、実はかなりの量を
食べます。（20代の頃、回転寿司で毎回30皿程食べていました。）しかし
ながら、今回の出張では米国の食の量に驚愕！自信をへし折られました。 
今回の出張では、SCM に関する数多くの最新技術や設備を目の当たりに

しましたが、日本の物流展よりも更に進んだ技術や新しいアイデアが満載で、
「目的達成の手段で投資回収もままならない」という印象だった自動化技術
に対するイメージが一変し、大変貴重な機会となりました。 
今回の出張で得た学びを今後のコンサルでも活かし、自信を持ってソリュー

ションをご提供出来たらと思っております。 

Research & Consulting 
Service Unit 

Consultant 

二村 晃史 

（ふたむら あきひと） 

（しらはし てつや） 

ージされていました。つまり、先程のセン

サーカメラはスマートフォンを通じて人を

トラッキングしているのではなく、人を判

別して人（購入者）と商品を紐付けている

ことが分かりました。 

また、どのスマートフォンにチャージす

るかについても、入場の際の QR コードを

かざすタイミングでスマートフォンと人を

紐付けていると思われます。 

 

ここで整理すると、入場時に改札機とセ

ンサーカメラを通して人とスマートフォン

が紐付けられ、その後センサーカメラが人

をトラッキング、その人が取った商品は入

場時に改札機にかざしたスマートフォンに

チャージされるという

仕組みになっていると

考えられます。 

試しに入場後電源を

切った状態でも一連の

流れを行いましたが、筆

者のアカウントにチャ

ージされました。 

精算結果がスマート

フォンに表示されるま

で、店舗を出てから約

15 分程度掛かる等の課

題はありますが、今回の訪問で Amazon 社

の解析技術やアイデアには大変驚かされま

した。 

 

購読の希望、送付停止、送付先変更の受付は日通総研 HP の「お問い合わせ」から承っています。 
またご意見・感想なども、HP 経由か下記宛でご遠慮なくいただければ幸いです。 

日通総研 編集部 email：logi_plus_pr@nittsu-soken.jp  

チャージ画面 

編集部より 

2ヶ月間にわたりご協力いただいたろじたす読者アンケートには、予想以上に多くの回答をいただ
き心より感謝いたします。皆様の声を反映させ、よりニーズに合った内容にして参ります。 

 
紙ろじたすの送付停止・送付先変更は、日通総研 HPから簡単にお手続きが可能です。 
トップページの右上の「お問い合わせ」ボタンをクリックし、「個人情報の収集目的」に☑ 後、

「次へ」を押下します。「ろじたす・調査レポート資料の送付」という緑色のボタンをクリックする
と入力フォーマットが現れます。紙のニュースレターを停止したいという方は、上記の方法か下記の
日通総研編集部のメールアドレス宛にご連絡いただければ幸いです。また、ろじたすWeb版の 
「Nric ブログ」が 6月リニューアルに向け準備中です。乞うご期待。          （井上） 


